
   

6月 20日に美方郡内 24ヶ所の調査ほ場にて病害虫発生状況調査を行ないま 

した。その結果をお知らせします。 

 

    

イモチ病・紋枯病の発生は見られませんでした。 

   今後の天候によってはイモチ病の発生に注意が必要となります。 

     

イネミズソウムシ・ドロオイムシの発生が一部のほ場で確認されましたが 

防除が必要な状態ではありません。 

ほ場に注意し、発生が多い場合には近くの営農センターへご相談ください。 

    

一部の地域で、鹿の食害が確認されています。 

電気柵の管理（下草・高さ・電圧）を徹底し、被害の発生と拡大を未然に 

防止しましょう。 

 

◆水管理について 

 

今回の調査では、草丈・分けつ数はほぼ平年並みかやや多い状態です。 

分けつが確保できた田は、ほ場の条件に合わせて、中干し、溝切りを行 

いましょう。 

   

◆雑草対策 

 

    一部の地域で水不足の影響で除草剤の効果が得られず、雑草が多いほ場 

  が見られました。 

農協営農センターとご相談の上、除草剤の追加使用をするかどうかの判

断を行ってください。 

   


